
　かもがた町家公園の県指定重要文化財「旧高戸家住宅」は、貞享4（1687）年の棟礼から、県下

に残る最も古い町家であることが分かりました。公園の東側の町家は、西側の町家から150年

程後に建てられました。二棟の土蔵は、基礎が長石二段積みとなっており、珍しい造りでありま

す。庭園は、築山や庭石は、江戸時代の姿が残っています。この町家は、江戸時代に醤油業などを

営み、鴨方藩の藩主の休憩所としても使われていました。
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指定年月日
・ 史跡：
平成２３年１０月２５日

・建物：
平成１０年３月２４日
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所有
・ 浅口市、個人


